
第１２回  山形県卓球選手権大会（団体の部）開催要項 

（コロナ対策に関するガイドライン等の変更により、内容変更となる場合があります。） 

                            

１  名  称    第１２回  山形県卓球選手権大会（団体の部）  

２  期  日    ２０２３年４月２３日（日）８時００分開館 ９時００分開会 

３  会  場    寒河江市市民体育館 

        〒991-0003 寒河江市大字西根字石川西365 電話0237-86-5115 

４  主  催  山形県卓球協会 

５  主  管  西村山地区卓球協会  

６  後  援  山形県教育委員会、(公財)山形県スポーツ協会、山形県高等学校体育連盟 

７ 協  賛  日本卓球株式会社 

８  競技種目  男子団体、女子団体 

９  試合方法  ５シングルスとし、３～４チームでの予選リーグ後、予選１位チームによ

る決勝トーナメント戦方式で行う。 

10  チーム編成  監督１名、コーチ１名、選手５～７名をもって構成する。監督・コーチ

が選手を兼ねることもできる。 

11 競技規則   現行の日本卓球ルールによる。 

・  １ゲーム１１本制とし、予選リーグは３ゲームマッチ、決勝トーナ

メントは５ゲームマッチとする。 

・  予選リーグは勝敗に係わらず、５番まで試合を行う。結果は５番ま

での成績を採用する。 

（例えば、３－０で勝敗が決まっても、４番、５番が敗れれば、結

果は３－２となる。） 

・  決勝トーナメントは３点先取とする。 

・  タイムアウト制は適用しない。 

・ 促進ルールは適用時間を１０分とする。 

・ チームのユニフォームは統一すること。ただし、学校単位のチーム

で、新加入メンバーのユニフォームが間に合わない場合には、試合

前に審判長に申し出すること。 

・ 同じユニフォームによる対戦を避けるため、２種類以上のユニフォ

ームを準備すること。 

・ 接着剤の使用は指定された場所で行うこと。 

12 参加資格    (1) 山形県卓球協会に団体加盟しているチームであり、かつチーム構成員が

（公財）日本卓球協会の登録者であること。なお、混成チームは認め

ない。 

(2) 同一団体から複数チーム出場することができる。チーム名にＡ・Ｂ・

Ｃ・・・を付して申込みすること（チーム数制限なし）。ただし、同

一選手が複数チームに重複して登録することはできない。 

13 使 用 球    ニッタク硬球 ４０ｍｍ（白）ﾌﾟﾚﾐｱﾑｸﾘｰﾝ 



14 参 加 料    １チーム 一般・大学  ７，０００円 

                     高   校  ５，０００円    小学・中学  ４，０００円 

※小学・中学・高校及びこれらに準ずるチームに、一般・大学生が加わる 

場合は、一般扱いとなる。 

15  表  彰  １～３位までを表彰する。また、１～２位には副賞を授与する。 

16 申込方法    所定の参加申込用紙に必要事項を明記し、直接、県協会事務局へメールで 

申込みすること。メールで申込みできない場合は個別に対応するので電話 

連絡すること。（極力メールでの申込にご協力ください。） 

        参加料は指定の口座に振込すること。 

        （棄権の場合でも参加料は返金しません。） 

        【申込先】 

         山形県卓球協会事務局 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ yamagata-tta＠outlook.jp    電話 090-9032-3196 

【参加料振込先】 

         山形銀行 寒河江中央支店 普通 426687 

山形県卓球協会 会長 奥山淳一 

           ※振込名義に団体名を入れてください。 

 

17 申込期限    ２０２３年４月７日（金） 期限を過ぎたものは一切受付しない。 

18 そ の 他    (1)大会中止のお知らせは山形県卓球協会ホームページ（http://www.ytta.ne

t/）にて行う。 

(2)体育館の入場制限はない。誰でも入場できる。アルコール消毒など各自で

準備し、感染症対策を行うこと。 

                (3)大会当日、試合する人数（最低５名）に満たないチームは失格とする。

複数チームを編成した場合、試合当日にチームで選手を移動すること

は一切できない。 

                (4)競技する選手は、２０２３年度の（公財）日本卓球協会ゼッケンを付

けること。ただし、手続き等の遅れにより、大会時点でゼッケンの配

布を受けていない場合は審判長に申告のうえ、過去年度のゼッケンを

使用することを特例として認める。 

なお、ゼッケンがない場合及び私製のゼッケンは失格とする。 

                (5)競技に使用する用具は、ルールに従った正規のものであること。 

万一、自分の用具に疑問のある場合は、事前に審判長に申告して判断

を仰ぐこと。 

                (6)参加する選手は、必要に応じ、スポーツ傷害保険に加入すること。主

催者側では傷害保険に加入しない。 

               (7)大会の結果を山形県卓球協会ホームページに掲載する。 

 

以 上 


